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の作とされる石棺がいくつかあるが（Rep. 1, 2, 32, 35, 46, 67, 68, 
79, 70, 71, 72）この中で聖書物語場面の描写があるものは 3 点の
みであり（Rep. 46, 35, 67）、イエスが描かれているのは、そのう
ち 2 点（Rep. 35, 67）でともに「ラザロの復活」場面である。






































































































































































143- 2 ）の石棺は 4 世紀半ば以降の作例とされるが、この石棺も


























































































































































Rep. 200、ヴァティカン宝物館蔵Rep. 676=WS. 39- 1 、サン・マ
クシマンの大聖堂蔵Rep. 3 -499＝WS. 39- 2 ）ある。また、ペト
ロに関連する図像を持つ石棺は他にもあり、ヴァティカン宝物館





館蔵Rep. 58=WS. 121- 1 、アルル、考古学博物館蔵、Rep. 3 -53 
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